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は
じ
め
に

三
宅
剛
一
（
一
八
九
五
〜
一
九
八
二
年
）
は
『
ド
イ
ツ
観
念
論
に
於

け
る
人
間
存
在
の
把
握
』（
一
九
四
二
年
、
以
下
『
把
握
』）
に
お
い
て
、

フ
ィ
ヒ
テ
（
一
七
六
二
〜
一
八
一
四
年
）
が
ど
の
よ
う
に
「
人
間
存
在

の
意
味
」（『
把
握
』
十
三
頁
）
を
究
明
し
た
か
を
考
察
す
る
際
に
、
彼

の
思
想
上
の
「
転
機
」（『
把
握
』
五
八
頁
）
と
な
っ
た
通
俗
的
著
作
『
人

間
の
使
命
』（
一
八
〇
〇
年
、以
下
『
使
命
』）（
1
）の
分
析
を
重
視
し
た
。

カ
ン
ト
の
『
実
践
理
性
批
判
』（
2
）に
触
れ
て
「
哲
学
的
使
命
」
を
自

覚
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
彼
の
い
う
道
徳
的
実
践
を
通
し
た
「
人
間
の
自

主
、
自
由
」
と
「
叡
智
的
世
界
の
実
在
性
」
に
関
す
る
認
識
を
把
握
し
、

カ
ン
ト
が
切
り
開
い
た
新
世
界
を
独
自
の
仕
方
に
よ
っ
て
捉
え
返
し
て
、

「
人
間
の
使
命
」
を
人
間
存
在
の
意
味
と
し
て
明
確
に
す
る
こ
と
を
哲

学
的
課
題
と
し
た
（『
把
握
』
十
三
頁
）。
後
に
三
宅
は
自
ら
の
実
践
哲

学
の
主
著
『
道
徳
の
哲
学
』（
一
九
六
九
年
）
に
お
い
て
も
『
使
命
』

に
注
目
し
、「
良
心
の
声
は
、
各
人
に
そ
の
特
有
な
義
務
を
課
す
る
が
、

そ
の
声
は
わ
れ
わ
れ
を
無
限
者
に
つ
な
ぐ Strahl

﹇
光
線
﹈
で
あ
っ
て
、

こ
の
光
線
を
つ
た
っ
て
、
無
限
な
る
も
の
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
出
て
き
て
、

個
別
な
存
在
者
と
し
て
そ
こ
に
お
か
れ
る
」（
3
）と
の
言
葉
を
取
り
上

げ
て
い
る
（『
把
握
』
六
七
頁
）。

三
宅
は
『
使
命
』
執
筆
の
動
機
と
し
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
イ
ェ
ー
ナ
か
ら

ベ
ル
リ
ン
へ
と
赴
く
原
因
と
な
っ
た「
無
神
論
論
争（A

theism
usstreit

）」

に
注
目
す
る
。
一
七
九
八
年
『
哲
学
雑
誌
』（Philosophisches 

Journal

）
掲
載
の
フ
ォ
ル
ベ
ル
ク
（
一
七
七
〇
〜
一
八
四
八
年
）
に

よ
る
無
神
論
的
論
文
「
宗
教
概
念
の
発
展
に
つ
い
て
」（
4
）の
内
容
擁

護
の
意
図
か
ら
、フ
ィ
ヒ
テ
は
神
を
道
徳
的
世
界
秩
序
と
す
る
論
文「
神

の
世
界
統
治
に
お
け
る
我
々
の
信
仰
の
根
拠
に
つ
い
て
」（
5
）（
以
下「
信

仰
の
根
拠
」）
を
同
時
掲
載
し
た
が
、
結
果
フ
ィ
ヒ
テ
は
翌
年
イ
ェ
ー

ナ
大
学
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
把
握
』
五
八
頁
）。
三
宅
に
よ
る
と
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
「
イ
ェ
ナ
時
代
」（
6
）の
哲
学
が
「
人
間
の
道
徳
的
存
在
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を
中
心
」
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、「
ベ
ル
リ
ン
時
代
」
の
哲
学
は
「
宗

教
的
存
在
の
問
題
を
中
心
」
に
し
、
こ
の
両
者
の
境
は
『
使
命
』
の
内

に
あ
る
（『
把
握
』
十
四
頁
）
が
、こ
の
無
神
論
論
争
の
経
験
か
ら
フ
ィ

ヒ
テ
は
「
宗
教
へ
の
深
い
内
省
」（『
把
握
』
五
八
頁
）
へ
と
導
か
れ
て

お
り
、
前
者
で
は
「
宗
教
を
道
徳
に
基
づ
け
る
」
の
に
対
し
て
、
後
者

で
は
「
宗
教
的
生
を
基
と
し
て
道
徳
を
考
え
て
い
る
」（『
把
握
』

一
五
五
頁
）。既
に
無
神
論
論
争
期
に
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
は「
真
の
無
神
論
」

と
は
、
自
分
の
行
為
に
「
好
結
果
を
見
込
め
る
」
ま
で
は
「
良
心
の
声

に
従
わ
ず
」
に
「
自
分
自
身
の
忠
告
を
神
の
忠
告
よ
り
も
上
に
置
き
、

自
分
自
身
を
神
た
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
」（G

A
 I/5, 354

）
と
し
た
が
、

一
七
九
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
た
後
、Fr. 

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル

（
一
七
七
二
〜
一
八
二
九
年
）
を
通
じ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
カ
ー
と
の
交
流

の
中
で
宗
教
へ
の
内
省
を
促
さ
れ
、
彼
に
思
想
上
の
転
機
が
準
備
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
一
八
〇
〇
年
の
『
使
命
』
は
彼
の
「
後
期
の
思
想
の
発

酵
の
状
態
」
を
示
す
と
同
時
に
、そ
れ
は
前
者
と
比
較
し
て
後
者
が
「
著

し
く
宗
教
的
神
秘
主
義
」（『
把
握
』
五
八
頁
）
と
な
る
き
っ
か
け
を
つ

く
っ
た
の
で
あ
る
。

三
宅
は
こ
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
転
回
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た
の

は
、「Idealism

us

はN
ihilism

us

」（『
把
握
』
六
四
頁
）
で
あ
る
と
し

た
ヤ
コ
ー
ビ
（
一
七
四
三
〜
一
八
一
九
年
）
に
よ
る
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
へ

の
批
判
で
あ
る
と
み
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
三
宅
に
よ
る
ヤ
コ
ー
ビ
と

フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
の
比
較
分
析
か
ら
、『
使
命
』
を
執
筆
す
る
に
至
っ

た
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
索
を
カ
ン
ト
が
「
人
間
に
お
け
る
内
的
法
廷
の
意
識

（D
as B

ew
ußtsein eines inneren G

erichtshofes im
 M

enschen

）」
お

よ
び
「
そ
の
行
為
の
ゆ
え
に
神
の
前
に
果
た
す
べ
き
責
任
の
主
観
的
原

理
」
と
し
て
考
え
た
「
良
心
（G

ew
issen

）」（
7
）の
概
念
と
と
も
に
考

察
し
た
い
。

一　

三
宅
に
よ
る
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
二
側
面
か
ら
の
区
分

三
宅
に
よ
る
と
、イ
ェ
ー
ナ
時
代
の
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
お
い
て
は「
実

践
的
努
力
の
目
標
」
と
し
て
「
絶
対
の
自
由
」
が
根
本
に
あ
り
、
道
徳

的
実
践
を
通
し
た
「
そ
れ
の
実
現
に
近
づ
く
べ
き
理
想
と
し
て
の
無
限

者
の
理
念
」
と
い
う
見
地
が
強
調
さ
れ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
時
代
は
「
精

神
的
生
の
源
泉
或
い
は
根
源
」
と
し
て
「
絶
対
者
の
考
え
」
が
根
本
に

あ
る
た
め
、「
絶
対
者
の
根
源
的
生
」
を
通
し
た
「
現
世
を
こ
え
た
永

遠
に
参
入
合
一
す
る
」
と
い
う
見
地
が
強
調
さ
れ
た
（『
把
握
』
五
八

頁
）（
8
）。
三
宅
は
、
前
者
の
中
心
問
題
は
「
自
我
に
於
け
る
有
限
と

無
限
と
の
関
係
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
次
の
二
つ
の
局
面
を
み
る
。
一
つ

は
無
限
な
自
我
の
「
自
己
制
限
」
に
よ
る
「
主
観
客
観
の
対
立
す
る
有

限
な
現
実
意
識
の
成
立
に
関
す
る
」
局
面
で
あ
る
が
、
こ
の
局
面
で
課

題
と
さ
れ
て
い
る
知
識
学
の
「
先
験
的
演
繹
の
主
題
」（
9
）は
「
意
識

成
立
の
制
約
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
有
限
な
自
我
の
「
実
践
的
活
動
」

に
よ
る
「
絶
対
自
由
な
自
我
に
近
づ
く
」
局
面
で
あ
る
が
、「
理
念
と

し
て
の
自
我
」（
10
）に
現
実
の
人
間
は
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
こ
の
「
理
想
を
目
ざ
し
て
進
む
と
こ
ろ
に
人
間
の
使
命

（B
estim

m
ung

）」
が
あ
る
。
三
宅
に
よ
る
と
、
こ
の
人
間
の
「
実
践

的
理
想
と
可
能
性
か
ら
み
る
と
こ
ろ
に
人
間
存
在
に
関
す
る
フ
ィ
ヒ
テ

のIdealism
us 

が
存
す
る
」
の
で
あ
り
、
イ
ェ
ー
ナ
時
代
に
お
い
て
は

「
人
間
の
個
人
性
は
た
だ
人
間
の
有
限
性
に
伴
う
免
れ
が
た
い
制
限
」

と
し
て
「
た
だ
超
克
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
消
極
的
」
に
み
ら
れ
る
に
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す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ェ
ー
ナ
時
代
の
見
地
は
、「
客
観
の
自
然
界

の
存
在
」
を
単
に
人
間
の
「
道
徳
的
な
行
為
の
素
材
」
と
し
て
捉
え
る

だ
け
の
立
場
、
即
ち
「
た
だ
一
般
的
理
性
的
な
も
の
に
の
み
価
値
を
お

き
、
個
別
的
な
も
の
を
た
だ
偶
然
的
な
も
の
と
す
る
啓
蒙
的
合
理
主
義

の
立
場
」
で
あ
る
。
三
宅
は
こ
こ
に
イ
ェ
ー
ナ
時
代
の
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学

の
課
題
を
見
出
し
、「
人
間
の
う
ち
に
無
限
に
近
づ
こ
う
と
す
る Trieb

﹇
衝
動
﹈- unendlicher Trieb

を
認
め
る
」
考
え
方
は
「
啓
蒙
主
義
的
な

個
と
一
般
と
の
関
係
に
入
り
き
ら
な
い
も
の
で
、
そ
れ
は
す
で
に 

R
om

antik

の
考
え
方
で
あ
る
」
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
た
だ
個
性
を
個

性
と
し
て
根
源
性
を
認
め
る
の
で
は
な
い
」
の
で
、
こ
の
個
性
は
「
理

性
的
と
い
う
こ
と
を
離
れ
な
い
」
と
す
る
（『
把
握
』
六
〇
〜
二
頁
）（
11
）。

更
に
、
晩
年
に
至
る
ま
で
フ
ィ
ヒ
テ
が
学
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

強
調
し
た（
12
）よ
う
に
、
彼
が
通
俗
的
著
作
・
講
演
と
学
問
的
論
述
と

を
区
別
す
る
側
面
に
も
注
意
を
要
す
る
。
三
宅
に
よ
る
と
、前
者
は「
人

間
の
自
然
的
な
真
理
感
覚
に
訴
え
る
」
が
、
後
者
は
真
理
を
「
精
神
の

う
ち
に
生
成
産
出
」
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、両
者
の
区
別
は
「faktische 

Evidenz

﹇
事
実
的
証
明
﹈」
に
よ
る
か
「genetische Evidenz
﹇
発
生

的
証
明
﹈」に
よ
る
か
と
い
う
点
に
あ
る（
13
）。三
宅
は
こ
の
区
別
に
フ
ィ

ヒ
テ
哲
学
の
「
理
想
主
義
的
」
側
面
と
「
先
験
的
論
理
的
」
側
面
と
を

み
て（
14
）（『
把
握
』
五
九
頁
）、『
使
命
』
は
前
者
に
関
わ
る
と
す
る（
15
）。

フ
ィ
ヒ
テ
は
「
イ
ェ
ナ
期
の
終
り
頃
」
す
で
に
『
新
し
い
方
法
に
よ
る

知
識
学
』（
16
）に
お
い
て
、「
人
間
の
超
感
性
的
本
質
た
る
意
志
」
に
「
個

的
限
定
性
」
な
い
し
「
叡
智
的
な
個
性
」
を
考
え
、「
人
間
の
個
別
性
」

に
お
け
る
「
当
為
的
な
課
題
」
を
「
個
別
化
の
原
理
」
と
捉
え
た
が
、

三
宅
は
フ
ィ
ヒ
テ
が
二
通
の
シ
ェ
リ
ン
グ
宛
書
簡
、
即
ち
一
八
〇
〇
年

十
二
月
二
七
日
付
の
書
簡
（G

A
 III/4, 406-7

）（
17
）と
、
一
八
〇
一
年

五
月
三
一
日
付
の
書
簡
（G

A
 III/5, 43-52

）
と
に
お
い
て
、
知
識
学

に
「
叡
智
的
世
界
の
超
越
論
的
体
系
」（G

A
 III/4, 406

）、と
そ
の
「
完

成
（Vollendung

）」（G
A

 III/5,45

）
の
欠
如
を
認
め
た
こ
と
に
注
目

し
て
、
知
識
学
に
お
い
て
は
「
ま
だ
個
の
組
織
あ
る
全
体
と
し
て
の

G
eisterw

elt

﹇
精
神
世
界
﹈
が
は
っ
き
り
と
考
え
ら
れ
て
い
な
い
」（『
把

握
』
六
二
頁
）
と
し
、
精
神
世
界
の
統
合
と
い
う
「
最
高
の
統
合
」
が

未
達
成
で
あ
る
こ
と
を
フ
ィ
ヒ
テ
が
自
認
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
た

し
か
に
『
使
命
』
に
お
い
て
も
叡
智
的
な
精
神
世
界
と
個
人
の
問
題
が

究
明
さ
れ
よ
う
と
は
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
基
礎
づ
け
の
な
い
主
張
に

と
ど
ま
る
と
批
判
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
『
使
命
』
を
「
疑
（Zw

eifel

）」

「
知
（W

issen

）」「
信
（G

laube

）」
の
三
章
か
ら
展
開
し
て
、
と
く
に

知
と
信
と
を
対
照
し
、
知
が
単
に
「
像
（B

ilder

）」
を
与
え
る
に
す
ぎ

な
い
の
に
対
し
て
、
信
、
即
ち
「
良
心
の
声
」
は
「
我
々
に
実
在
を
示

す
」
と
し
た
。
こ
の
良
心
が
個
別
的
に
当
為
を
示
し
、
個
人
を
「
超
感

性
的
な
世
界
に
つ
な
ぐ
」
の
で
あ
り
、
こ
の
良
心
の
声
に
応
じ
る
仕
方

で
個
人
は
「
何
等
感
性
的
な
も
の
に
影
響
せ
ら
れ
な
い
純
粋
に
理
性
的

な
る
意
志
に
よ
っ
て
純
精
神
的
なO

rdnung

﹇
秩
序
﹈
に
属
す
る
」
の

で
あ
る
。
有
限
者
は
単
に
「
理
性
世
界
（Vernunftw

elt

）
そ
の
も
の
」

の
う
ち
に
生
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
「
感
性
的
秩
序
」
の
う
ち

に
生
き
る
の
が
必
然
的
で
あ
る
の
で
、「
有
限
者
の
意
志
は
理
性
活
動

と
同
時
に
何
等
か
の
物
質
的
世
界
で
の
目
的
を
も
つ
」。
三
宅
は
「
こ

の
物
質
的
世
界
の
動
き
を
支
配
す
る
法
則
は
自
然
法
則
で
あ
る
が
、
精

神
的
世
界
を
支
配
す
る
法
則
は
何
で
あ
る
か
」
と
問
い
、
ヤ
コ
ー
ビ
が

自
ら
の
学
問
的
論
述
で
あ
る
知
識
学
に
与
え
た
批
判
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
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通
俗
的
著
作
の
『
使
命
』
で
応
答
し
よ
う
と
す
る
仕
方
で
、
こ
の
問
題

に
「
一
つ
の
見
方
」
を
示
唆
し
た
と
す
る
（『
把
握
』
六
二
〜
三
頁
）。

二　
『
使
命
』
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
ヤ
コ
ー
ビ
へ
の
応
答

さ
て
三
宅
の
注
記
に
よ
る
と
、
ヤ
コ
ー
ビ
に
よ
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識

学
へ
の
批
判
と
は
、
知
識
学
は
「
す
べ
て
の
も
の
を
自
我
の
う
ち
に
と

り
入
れ
、
自
我
の
構
成
し
う
る
も
の
の
み
を
認
め
る
純
内
在
論
」
と
み

る
も
の
で
あ
り
、
ヤ
コ
ー
ビ
は
知
識
学
の
立
場
を
「
自
我
の
外
な
る
も

の
に
対
し
て
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
見
做
し
た
（『
把
握
』

一
五
五
頁
）。
三
宅
は
一
七
九
九
年
三
月
の
ヤ
コ
ー
ビ
の
『
フ
ィ
ヒ
テ

宛
公
開
書
簡
』（
18
）に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
へ
の
批
判
を
、
次
の
よ

う
に
整
理
す
る
（『
把
握
』
六
三
〜
四
頁
）。
即
ち
、
知
識
学
は
あ
ら
ゆ

る
「
真
理
」
の
「
根
拠
」
を
示
す
こ
と
を
目
指
す
が
、
し
か
し
「
真
な

る
も
の
そ
の
も
の
」
が
「
そ
の
外
に
あ
る
」
の
で
、
こ
の
真
な
る
も
の

の
認
識
不
可
能
性
を
学
の
本
質
と
す
る
。
知
識
学
は
「
す
べ
て
を
自
己

の
中
に
の
み
与
え
ら
れ
る
と
す
る
全
く
の
内
在
哲
学
」
で
あ
る
の
で
、

「
純
粋
理
性
」
は
「
た
だ
自
己
の
つ
く
り
出
し
た
も
の
だ
け
を
認
め
る
」

も
の
と
な
り
、「
哲
学
す
る
精
神
」
は
「
自
己
に
対
し
て
も
自
己
を
つ

く
り
出
す
」
こ
と
と
な
る
「
自
ら
の
造
物
主
」
で
あ
っ
て
、
自
我
は
事

物
の
「
す
べ
て
を
自
己
に
と
り
入
れ
」
て
「
無
化
す
る
」
こ
と
に
よ
っ

て
、「
自
己
を
自
由
に
制
限
す
る
構
想
力
」
か
ら
事
物
を
「
再
生
産
す
る
」

も
の
で
あ
る（
19
）。
ヤ
コ
ー
ビ
は
、
知
識
学
を
「
た
だ
自
己
自
身
を
も

て
あ
そ
ぶ
空
虚
な Spiel

﹇
遊
戯
﹈」
に
す
ぎ
ず
、そ
の
立
場
は
「R

ealität

﹇
実
在
性
﹈
に
関
す
る N

ihilism
us

」
で
あ
り
、
真
な
る
も
の
は
「
知

に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
な
い
」（
20
）と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ヤ
コ
ー

ビ
の
立
場
は
「
人
間
は
真
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
彼
の
無
知
」
の
「
感

情
」
と
「
意
識
」、
換
言
す
る
と
「
真
な
る
も
の
の A

hnung

﹇
予
感
﹈」

を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
人
間
の

理
性
の
終
局
の
解
答
」
は
自
我
で
は
な
く
「
神
」
な
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
「
実
在
す
る
真
な
る
も
の
は
知
ら
れ
る
の
で
は
な
く
感
ぜ
ら
れ
る
」

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ヤ
コ
ー
ビ
は
、「
無
神
論
」
や
「
神
秘
主
義
」

と
い
う
非
難
が
時
代
を
超
え
て
つ
ね
に
哲
学
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
の
は
、

哲
学
が
不
遜
に
も
「
自
ら
を
精
神
で
も
っ
て
自
然
を
超
え
て
高
め
よ
う

と
か
、
自
ら
が
自
然
で
あ
る
限
り
の
自
分
自
身
を
超
え
て
高
め
よ
う
と

か
い
う
気
持
ち
」
に
人
を
誘
お
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（G

A
 

III/3, 249

）。

こ
の
ヤ
コ
ー
ビ
に
よ
る
批
判
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
ど
う
応
答
し
た
か
。

三
宅
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
『
使
命
』
に
お
い
て
「
個
人
及
び
個
人

の
共
同
体
と
い
う
も
の
」
の
根
拠
を
哲
学
的
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
が
、

そ
れ
は
深
い
考
察
ま
で
は
立
ち
入
ら
な
い
「
哲
学
的 M

editation

﹇
瞑

想
﹈」に
す
ぎ
な
い（『
把
握
』六
五
頁
）。
実
際
フ
ィ
ヒ
テ
は「
知
に
よ
っ

て
、
そ
し
て
知
か
ら
生
じ
る
も
の
は
単
に
知
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

あ
ら
ゆ
る
知
は
模
写
に
す
ぎ
ず
、
知
に
お
い
て
は
常
に
像
に
対
応
す
る

も
の
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
要
求
は
如
何
な
る
知
に
よ
っ
て
も
満
足
さ

せ
ら
れ
な
い
」（G

A
 I/6, 252

）
と
し
て
、
知
に
関
し
て
「
純
粋
な
思

弁
の
体
系
が
実
在
に
関
す
る
虚
無
主
義
に
導
く
と
云
っ
た
ヤ
コ
ー
ビ
の

言
葉
を
裏
書
き
す
る
」
考
え
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
こ
に

お
い
て
知
は
「
実
は
単
な
る
表
象
、
或
は
表
象
的
意
識
」、「
単
な
る
映

像
（B

ilder
）」
に
す
ぎ
ず（
21
）、「
反
省
」
も
「
存
在
の
支
点
と
い
う
も

の
に
は
達
し
な
い
」
無
限
遡
行
に
陥
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
私
の
う
ち
に
何
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か
絶
対
に
確
か
な
も
の
が
あ
る
か
」
と
問
う
に
は
知
か
ら
信
へ
と
立
場

を
移
行
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
立
場
は
「
何
事
か
が
為
さ
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
を
絶
対
的
に
私
に
告
げ
る
と
こ
ろ
の
意
識
」、「
良
心
の

声
」、
な
い
し
「
実
在
を
与
え
る
も
の
は
意
志
の
決
意
と
決
意
に
基
づ

く
信
」
の
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
（『
把
握
』
六
五
〜
六
頁
）。
三
宅

は
、
信
が
実
在
性
を
捉
え
る
「
機
構
（O

rganisation

）」、「
知
の
根
拠
」

で
あ
る
と
注
記
す
る
（『
把
握
』
一
五
六
頁
）。
こ
の
「
良
心
の
声
」
と

い
う
思
想
は
「
カ
ン
ト
以
来
の
実
践
理
性
の
優
位
の
考
え
」
に
沿
っ
た

も
の
で
あ
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
良
心
の
声
に
従
う
私
の
意
志
の
決
定
は

行
動
と
し
て
現
わ
れ
、
感
覚
的
世
界
に
あ
る
結
果
を
引
き
起
す
」
と
し

て
、「
意
志
を
必
ず
行
動
と
結
び
つ
け
て
考
え
」
て
い
く
。
こ
の
思
想

は
『
使
命
』
に
お
い
て
「
良
心
に
従
う
意
志
は
行
動
の
生
起
及
び
そ
れ

の
結
果
如
何
に
拘
ら
ず
決
意
そ
の
も
の
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
」

と
さ
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
更
に
「
実
践
倫
理
的
か
ら
倫
理
宗
教
的
立
場

へ
」
の
移
行
が
み
ら
れ
る
。「
良
心
の
声
は
私
に
対
し
て
感
覚
を
越
え

た
精
神
の
世
界
（der R

eich der G
eister

）
を
開
示
し
私
は
良
心
の
声

に
従
う
決
意
に
よ
っ
て
こ
の
超
感
性
的
世
界
の
一
員
と
な
る
」
と
い
え
、

良
心
が
私
を
精
神
世
界
に
つ
な
ぐ
「
紐
帯
（B

and

）」
の
役
割
を
果
た
す
。

三
宅
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
私
の
生
の
い
か
な
る
状
況
（Lage

）
に
お
い
て

も
、
私
が
そ
こ
で
な
す
べ
き
こ
と
を
私
に
教
え
て
く
れ
る
、
私
の
内
奥

に
お
け
る
良
心
の
声
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
度
は
彼
（Er

）
が
私
に
対

し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
く
る
」（G

A
 I/6, 292

）
と
の
言
葉
を
念
頭
に

置
い
て
、「
私
は
私
の
生
の
特
殊
性
の
下
に
於
い
て
自
ら
の
果
す
べ
き

使
命
を
通
じ
て
超
感
性
的
世
界
に
つ
な
が
る
」
の
で
あ
る
と
す
る
（『
把

握
』
六
六
頁
）。

三
宅
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
は
「
私
は
、
私
の
意
志
が
そ
れ
の
感
性
的

世
界
の
う
ち
に
生
ず
る
結
果
が
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
意
志
そ
の
も
の
と

し
て
超
感
性
的
世
界
に
何
か
の
結
果
を
生
ず
る
こ
と
を
信
じ
る
」
と
の

確
信
が
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
い
う
良
心
の
声
に
は「
自
己
活
動
的
理
性
」

と
し
て
の
意
志
が
あ
り
、こ
の
意
志
が
精
神
世
界
を
支
配
す
る
「
法
則
」

で
あ
り
「
生
命
原
理
」
で
あ
っ
て
、
良
心
の
声
が
「
私
の
意
志
と
類
似

性
を
持
つ
無
限
な
る
意
志
」
に
よ
っ
て
聞
き
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
、
無
限
な
る
意
志
を
通
し
て
他
の
精
神
世
界
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
我
は
「
同
時
に
二
つ
の
世
界
に
属
す
る
」
と
い
え
る
。
こ

の
フ
ィ
ヒ
テ
の
考
え
は
既
に
『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』
に
あ
る

が
、そ
こ
に
お
い
て
は
「
私
は
意
志
を
通
じ
て
叡
智
的
世
界
に
属
す
る
」

と
考
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、「intelligible W

elt 

そ
の
も
の
の
統
一
と

そ
れ
の
個
人
的
意
志
へ
の
関
係
は
不
明
」
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

『
使
命
』
に
お
い
て
、「
無
限
な
る
意
志
を
原
理
と
す
る
精
神
的
世
界
と

個
人
的
意
志
と
の
交
通
の
可
能
」
が
考
察
さ
れ
、「
良
心
の
声
を
通
し

て
そ
の
無
限
な
る
意
志
が
私
に
働
き
か
け
、
私
は
意
志
決
定
に
よ
っ
て

か
の
意
志
に
働
き
か
け
る
」
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
『
使
命
』
に

お
い
て
、
良
心
の
声
が
光
線
と
し
て
照
射
し
て
「
私
のPersönlichkeit

﹇
人
格
性
﹈
の
限
界
」
を
画
す
と
さ
れ
、
こ
れ
が
「
我
々
の
真
の

U
rbestandteil

﹇
原
要
素
﹈」、「
一
切
の
生
の
根
拠
で
素
材
」
で
あ
る
（G

A
 

I/6, 293

）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（『
把
握
』
六
七
頁
）。

お
わ
り
に

三
宅
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
超
感
性
的
世
界
は
多
く
の

個
々
の
意
志
の
体
系
と
し
て
「
一
つ
の
世
界
」
を
形
成
し
て
お
り
、「
異
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な
る
個
人
が
相
互
に
自
由
な
る
主
体
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
の
可
能
」

も
、
こ
の
両
者
を
結
び
つ
け
る
「
無
限
な
る
意
志
の
媒
介
」
に
基
礎
づ

け
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
方
で
「
感
覚
界
の
変
化
の
原
因
は
機
械
的
」

な
の
で
、「
そ
の
原
因
の
系
列
を
た
ど
っ
て
い
っ
て
自
由
な
る
精
神
的

主
体
に
出
く
わ
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
が
、
他
方
で
「
我
々
は
た
だ

共
通
の geistige Q

uelle

﹇
精
神
的
源
泉
﹈
を
通
し
て
の
み
お
互
い
を

知
り
、ま
た
お
互
い
に
働
き
か
け
る
」（G

A
 I/6, 294

）
の
で
あ
り
、「
良

心
の
声
に
よ
っ
て G

eisterw
elt

が
私
に
開
か
れ
て
い
る
と
き
に
の
み

私
は
他
人
を
独
立
に
し
て
自
由
な
る
者
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
」（vgl. G

A
 I/6, 295

）
の
で
あ
る
。
こ
の
『
使
命
』

に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
『
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー

（M
onadologie

）』
と
を
比
較
し
て
考
察
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

三
宅
の
分
析
の
特
色
が
あ
る
（『
把
握
』
六
八
頁
）。
モ
ナ
ド
は
モ
ナ
ド

相
互
間
の
「
調
和
」
を
考
え
る
だ
け
で
あ
り
、
モ
ナ
ド
に
は
「
無
限
な

る
意
志
に
当
る
も
の
」
が
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
が
無
限
な
る
意
志
を
考
え

る
の
は
「
一
つ
の
飛
躍
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
む
し
ろ
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
の
創
造
者
の
考
え
と
同
一
」
で
あ
る（
22
）。
三
宅
は
、
カ
ン
ト
哲
学

に
打
ち
込
む
以
前
の
フ
ィ
ヒ
テ
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
想
に
近
い
「
一

種
の
決
定
論
」
を
信
じ
て
い
た
（『
把
握
』
一
五
二
頁
）
と
指
摘
し
、

当
時
の
彼
は
こ
の
決
定
論
の
考
え
方
と
「
キ
リ
ス
ト
教
の
神
」
に
応
ず

る
べ
き
心
情
の
要
求
と
の
相
克
に
悩
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
フ
ィ
ヒ

テ
の
思
弁
と
心
情
の
葛
藤
は
一
七
九
〇
年
の
哲
学
的
断
片
「
宗
教
と
理

神
論
に
つ
い
て
の
箴
言
」（
23
）に
現
れ
て
お
り
（『
把
握
』
十
二
頁
）、

こ
こ
に
お
い
て
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
理
神
論
へ
と
向
か
う
態
度
が
明
確
で
あ

る
（G

A
 II/1, 287-291

）。
三
宅
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
た
だ
活
動
す
る

こ
と
に
於
い
て
の
み
生
き
が
い
を
感
ず
る
行
動
人
」
と
し
て
「
情
的
に

決
定
論
に
服
し
か
ね
た
」
の
で
あ
る
（『
把
握
』
一
五
二
〜
三
頁
）
と

す
る
。

三
宅
は
、
若
き
日
の
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
カ
ン
ト
哲
学
と
の
邂
逅
は

「
真
に
精
神
的
な
更
生
」（『
把
握
』
十
三
頁
）
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、『
使
命
』
に
お
い
て
は
ヤ
コ
ー
ビ
に
よ
る
批
判
に
応
じ
る
仕
方
で
、

結
局
の
と
こ
ろ
「
精
神
的
世
界
に
於
け
る
統
一
の
あ
り
方
或
い
は
そ
の

全
体
性
の
あ
り
方
の
問
題
に
逢
着
し
て
」
し
ま
っ
て
お
り
、「
無
限
な

る
意
志
」
を
持
ち
出
し
て
も
「
問
題
を
思
想
的
に
解
決
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
」
と
批
判
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
も
認
め
る
よ
う
に
、
無
限
な
る

意
志
の
「
本
性
」
あ
る
い
は
精
神
世
界
の
「
実
体
」
は
「
知
的
理
解
を

絶
す
る
」
の
で
、「
私
が
自
ら
を
精
神
的
世
界
の
一
員
と
し
て
自
覚
」
し
、

「
私
を
含
む
秩
序
の
存
在
、
即
ち
私
を
そ
の
中
に
と
り
入
れ
る
一
つ
の

組
織
あ
る
全
体
を
自
覚
」
し
て
も
、「
有
限
な
る
我
々
は
無
限
な
る
意

志
そ
の
も
の
が
そ
れ
自
身
と
し
て
何
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
」
こ
と
に

な
る（『
把
握
』六
八
〜
九
頁
）。
フ
ィ
ヒ
テ
は
、無
限
な
る
意
志
の「
我
々

へ
の
関
係
は Sollen

﹇
当
為
﹈
の
意
識
を
通
し
て
明
か
に
示
さ
れ
て
」

お
り
、
私
は
「
多
数
の
理
性
的
存
在
者
の
系
列
の
中
に
於
け
る
私
の
使

命
」
を
認
識
で
き
る
と
い
う
が
、
三
宅
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
「
い
か
に
し

て
私
が
私
の
部
分
に
お
い
て
精
神
的
世
界
の
秩
序
に
、
或
い
は
無
限
な

る
意
志
に
く
み
入
れ
ら
れ
る
か
」（G

A
 I/6, 292

）
は
「
見
え
ざ
る
世

界
の
大
き
な
秘
密
」（G

A
 I/6, 293

）
で
あ
る
と
い
う
箇
所
を
踏
ま
え
て
、

や
は
り
「w

ie

﹇
い
か
に
し
て
﹈
は
解
ら
な
い
」
と
注
意
を
促
し
て
、

こ
の
秘
密
を
「
無
限
な
る
意
志
と
い
う
よ
う
な
宗
教
的
な
思
想
に
結
び

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
の
哲
学
的
展
開
を
打
ち
切
っ
て
い
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る
」
点
に
『
使
命
』
の
限
界
を
み
て
、
こ
こ
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
が
神

秘
主
義
と
な
る
き
っ
か
け
を
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

「
個
人
と
絶
対
と
の
関
係
の
問
題
は
無
限
な
る
意
志
、
精
神
の
世
界

及
び
道
徳
的
意
志
と
し
て
の
個
人
の
連
関
に
於
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
認
め
る
如
く
単
な
る
示
唆（W

inke

）に
止
ま
っ

て
問
題
の
哲
学
的
解
決
で
は
な
い
。」（『
把
握
』
七
〇
頁
）

美
濃
部
氏
は
「
超
感
性
的
な
も
の
の
実
在
性
を
信
じ
そ
れ
を
意
志
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
感
性
的
秩
序
か
ら
自
由
に
な
る
と
き
、我
々
に
は「
一

つ
の
新
し
い
世
界
」（G

A
 I/6, 278

）
が
実
在
性
を
も
つ
も
の
と
し
て

現
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
は
自
己
と
自
己
の
知
の
実
在
性
を

確
信
し
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
『
人
間
の

使
命
』の
フ
ィ
ヒ
テ
は
考
え
て
い
る
」（
24
）と
し
な
が
ら
も
、や
は
り「
良

心
の
声
の
確
実
さ
の
根
拠
の
叙
述
は
不
十
分
」
で
あ
り
、
良
心
の
声
も

ま
た
「
我
々
を
欺
く
単
な
る
像
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
」（
25
）と

の
疑
念
が
残
る
と
し
て
、
三
宅
と
同
様
の
見
方
を
と
っ
て
い
る
。

三
宅
の
『
把
握
』
の
分
析
は
更
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
後
期
思
想
の
徹
底
し

た
吟
味
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、『
使
命
』
の
内
容
を
も
っ
て
、

結
果
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
的
な
思
索
が
無
神
論
を
契
機
と
し
て
神
秘
主
義

へ
と
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
の
か
ど
う
か（
26
）、
こ
の
検
証
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
た
い（
27
）。

【
註
】

フ
ィ
ヒ
テ
の
引
用
はI. H

. Fichte

版
全
集
と
ア
カ
デ
ミ
ー
版
全
集

を
用
い
、
頁
数
はSW

 / G
A

の
略
号
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
に
記

し
た
。
カ
ン
ト
の
引
用
頁
数
に
つ
い
て
も
、
慣
例
に
倣
っ
た
。

（
1
） Fichte, J. G
.: D

ie Bestim
m

ung des M
enschen, 1800. 

こ
の
「
通
俗

的
」
の
意
味
は
読
者
対
象
の
こ
と
（G

A
 I/6, 189

）
で
あ
り
、
内
容
的

に
は
む
し
ろ
彼
の
哲
学
の
「
深
化
発
展
」
で
あ
る
。『
フ
ィ
ヒ
テ
全
集
』

第
十
一
巻
、
晢
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
五
六
五
頁
の
訳
注
を
参
照
。

（
2
） K

ant, I.: K
ritik der praktischen Vernunft, 1788.

（
3
） 

三
宅
剛
一
『
道
徳
の
哲
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
一
二
三
〜

四
頁
。
な
お
本
稿
は
、
三
宅
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
を
比
較
考
察
し
た

次
の
論
稿
の
続
き
で
あ
る
。
玉
田
龍
太
朗
「
三
宅
剛
一
の
人
間
存
在

論
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
道
徳
衝
動
論
」、『
比
較
思
想
研
究
』
第
四
八
号
、

比
較
思
想
学
会
、
二
〇
二
二
年
、
六
八
〜
七
五
頁
を
参
照
。

（
4
） Forberg, F. K

.: Ü
ber die Entw

icklung des Begriffs Religion, 1798.

（
5
） Fichte, J. G

.: Ü
ber den G

rund unseres G
laubens an eine göttliche 

W
eltregierung, 1798.

（
6
） 

三
宅
は
ド
イ
ツ
の
都
市
「
イ
ェ
ー
ナ
（Jena

）」
を
「
イ
ェ
ナ
」
と

表
記
し
て
い
る
が
、
現
代
の
日
本
で
は
「
イ
ェ
ー
ナ
」
と
の
長
音
表

記
が
一
般
的
で
あ
り
、
日
本
語
版
フ
ィ
ヒ
テ
全
集
（
晢
書
房
刊
）
も

こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
と
引
用
と
で
表
記
を
区
別

し
た
。

（
7
） K

ant, I.: M
etaphysik der Sitten, 1797, A

A
 V

I. 438f. 

な
お
フ
ィ
ヒ

テ
の
イ
ェ
ー
ナ
期
哲
学
に
お
け
る
良
心
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
佐
々

木
達
彦
「
フ
ィ
ヒ
テ
初
期
道
徳
論
に
お
け
る
良
心
」、『
倫
理
学
研
究
』

第
四
七
号
、
関
西
倫
理
学
会
、
二
〇
一
七
年
、
一
一
二
〜
一
二
二
頁

を
参
照
。

（
8
） 
三
宅
は
、
後
の
『
芸
術
論
の
試
み
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）

に
お
い
て
は
「
イ
ェ
ナ
時
代
に
は
、
道
徳
的
・
実
践
的
活
動
を
通
し

て
限
り
な
く
そ
の
実
現
に
近
づ
く
べ
き
理
念
で
あ
っ
た
無
限
者
が
、

ベ
ル
リ
ン
時
代
で
は
、
我
々
の
精
神
的
生
の
実
在
的
な
根
源
と
み
ら
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れ
、
宗
教
的
色
彩
が
濃
厚
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
限
者
に
お
け

る
無
限
者
の
現
在
と
い
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
の
思
想
と
通
じ
る
。
し

か
し
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
そ
れ
を
芸
術
的
な
或
は
宗
教
的
な
直
観
に
求
め

ず
、
ど
こ
ま
で
も
活
動
的
行
為
的
な
生
の
う
ち
に
認
め
る
」（
一
一
九

〜
二
〇
頁
）
と
し
て
、
直
観
で
は
な
く
活
動
を
通
し
た
「
絶
対
者
の

根
源
的
生
」
へ
の
「
参
入
合
一
」
と
い
う
実
践
的
な
観
点
を
強
調
す
る
。

（
9
） 

三
宅
は
、『
芸
術
論
の
試
み
』
に
お
い
て
「
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、

経
験
の
世
界
も
結
局
は
、
特
定
の
仕
方
に
お
い
て
相
連
関
す
る
自
我

の
行
為
（
そ
れ
は
経
験
の
制
約
と
し
て
先
験
的
で
あ
る
）
の
系
列
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
。
そ
こ
で
哲
学
に
と
っ
て
、
現
実
的
意
識
の
先
験

的
な
発
生
、
即
ち
そ
れ
の
『
演
繹
』
が
問
題
と
な
る
」（
一
一
八
頁
）

と
い
う
。

（
10
） Fichte, J. G

.: Zw
eite Einleitung in die W

issenschaftslehre, 1797. 

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
る
と
、
理
念
と
し
て
の
自
我
は
一
方
で
「
理
性
の
努

力
の
究
極
目
標
」
で
あ
り
つ
つ
も
他
方
で
「
単
な
る
理
念
」
に
す
ぎ

な
い
（G

A
 I/4, 266

）。

（
11
） 

フ
ィ
ヒ
テ
の
イ
ェ
ー
ナ
期
に
お
け
る
自
我
の
概
念
に
焦
点
を
当
て
て

現
代
的
問
題
を
考
察
し
た
論
稿
と
し
て
は
、
中
川
明
才
氏
に
よ
る
次

の
二
論
文
を
参
照
。
中
川
明
才「
フ
ィ
ヒ
テ
の
実
践
哲
学
に
お
け
る『
道

徳
的
自
然
』」、『
理
想
』
第
六
九
七
号
、
理
想
社
、
二
〇
一
六
年
、

四
三
〜
五
四
頁
、
お
よ
び
「
自
我
と
い
う
思
想

―
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
道

徳
論
の
体
系
』
に
お
け
る
隠
さ
れ
た
も
の

―
」、『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』

第
二
五
号
、
日
本
フ
ィ
ヒ
テ
協
会
、
二
〇
一
七
年
、
一
五
〜
二
八
頁
。

（
12
） 

三
宅
は
、フ
ィ
ヒ
テ
晩
年
の
『
学
者
の
使
命
に
関
す
る
五
回
の
講
義
』

（
一
八
一
一
年
）
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。Fichte, J. G

.: Fünf Vorlesungen 
über die Bestim

m
ung des G

elehrten, 1811.

（
13
） 

こ
れ
に
つ
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
『
学
者
の
本
質
と
自
由
の
領
域
に
お
け

る
そ
の
諸
現
象
に
つ
い
て
』（1805

年
）
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
哲
学

的
認
識
は
そ
の
本
性
上
、
事
実
的
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
発
生
的
で

あ
り
（nicht faktisch, sondern genetisch

）、
何
ら
か
の
或
る
静
止
的

存
在
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
存
在
を
そ
れ
の
生
命
の

根
源
か
ら
内
面
的
に
産
出
し
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
」（G

A
 I/8,

67

）

と
い
う
。Fichte, J. G

.: Ü
ber das W

esen des G
elehrten, und seine 

Erscheinungen im
 G

ebiete der Freiheit, 1805. 

な
お
一
八
〇
六
年
の

宗
教
論
『
幸
い
な
る
生
へ
の
導
き
』
に
お
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
推
論

に
よ
る
証
明
と
い
う
方
法
を
通
し
て
誤
謬
を
斥
け
て
真
理
を
取
り
出

す
学
問
的
講
義
に
対
し
て
、
通
俗
的
講
義
は
直
接
的
に
各
人
の
自
然

的
な
真
理
感
覚
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
通
俗

的
講
義
は
「
純
粋
に
か
つ
単
純
に
真
理
を
語
り
、
誤
謬
に
対
し
て
あ

る
よ
う
な
審
理
で
は
決
し
て
な
く
、
自
ら
の
内
に
あ
る
真
理
以
外
の

も
の
を
語
ら
な
い
の
で
あ
る
」（G

A
 I/9,72

）
と
。
こ
の
フ
ィ
ヒ
テ
の

宗
教
論
に
お
け
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
橘
智
朗
「
存
在
の
二
重
の
現

存
在

―
フ
ィ
ヒ
テ
と
ヨ
ハ
ネ

―
」、『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』
第
25
号
、

日
本
フ
ィ
ヒ
テ
協
会
、
二
〇
一
七
年
、
六
一
頁
を
参
照
。Fichte, J. G

.: 
D

ie Anw
eisung zum

 seligen Leben oder auch die Religionslehre, 
1806.

（
14
） 

三
宅
に
よ
る
と
「
フ
ィ
ヒ
テ
に
あ
っ
て
は
真
理
の
内
容
そ
の
も
の
」

が
「
実
存
的
」
な
の
で
、「
哲
学
は
つ
ね
に
生
そ
の
も
の
に
於
け
る
自

由
に
よ
る
自
己
決
定
と
相
関
的
な
も
の
」で
あ
る
が
、フ
ィ
ヒ
テ
は「
自

分
の
う
ち
に
論
理
的
思
惟
と
、
生
を
通
し
て
の
真
理
の
体
得
と
の
互

い
に
規
定
し
合
う
二
つ
の
要
求
」
を
も
っ
て
お
り
、「
こ
の
内
容
と
形

式
と
が
十
分
融
合
し
て
い
な
い
」
と
す
る
（『
把
握
』
一
五
五
頁
）。

（
15
） 

三
宅
は
、「
絶
対
の
統
一
と
し
て
の
根
本
実
在
を Licht

﹇
光
﹈
又
は 

Leben – göttliches Leben

﹇
神
的
な
生
﹈」
と
呼
ん
だ
一
八
〇
四
年
の
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『
知
識
学
』
第
二
講
義
を
基
に
、
初
期
知
識
学
は
「
知
識
と
行
動
に
対

す
る
制
約
を
求
め
て
自
我
の
必
然
的 H

andlung 

に
遡
っ
た
」
が
、
後

期
知
識
学
は
「
む
し
ろ
最
高
制
約
原
理
た
る
絶
対
か
ら
出
発
し
て
、

そ
れ
が
経
験
意
識
の
事
実
に
ま
で
発
現
し
行
く
過
程
を
下
降
的
に
示

さ
う
と
す
る
」
と
区
別
し
、
こ
の
知
識
学
が
「
す
べ
て
そ
の
以
後
の

基
礎
と
な
る
」
と
す
る
（『
把
握
』
五
九
頁
）。V

gl. Fichte, J. G
.: D

ie 
W

issenschaftslehre Zw
eiter Vortrag im

 Jahre 1804 vom
 16. April 

bis 8. Juni, PhB
. 284, 1986, S. 82f.

（
16
） Fichte, J. G

.: W
issenschaftslehre nova m

ethod, 1798/99.

（
17
） 

な
お
、
こ
の
書
簡
に
は
一
八
〇
〇
年
十
月
八
日
付
の
草
稿
（G

A
 

III/4, 404-5

）
が
あ
り
、「
良
心
は
本
体
（
或
い
は
神
）
と
し
て
の
叡

智
的
な
も
の
か
ら
。
単
に
良
心
の
低
次
の
極
に
す
ぎ
な
い
感
情
は
感

覚
的
な
も
の
の
う
ち
に
お
け
る
叡
智
的
な
も
の
の
発
露
か
ら
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
全
く
対
置
さ
れ
る
二
つ
の
新
し
い
哲
学
部
門
が
与
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
両
部
門
は
両
者
の
中
間
点
と
し
て
の
超
越
論
的
観
念

論
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
、『
人
間
の
使
命
』
第
三
章

に
「
示
唆
（W

inke

）」
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
草
稿
は
記
さ
れ
た

日
付
よ
り
も
「
む
し
ろ
十
二
月
二
七
日
頃
」
に
書
か
れ
た
と
み
る
ほ

う
が
内
容
的
に
適
切
で
あ
る
と
ア
カ
デ
ミ
ー
版
全
集
に
お
い
て
考
え

ら
れ
て
い
る
（G

A
 III/4, 404

）。

（
18
） Jacobi, F. H
. : im

 D
ruck veröffentlichter Brief von Friedrich 

H
einrich Jacobi an Fichte vom

 3. -21. 3. 1799. 

こ
の
ヤ
コ
ー
ビ
の

書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
は
拙
論
「
な
ぜ
フ
ィ
ヒ
テ
の

イ
ェ
ー
ナ
期
哲
学
は
ヤ
コ
ー
ビ
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
み
な
さ
れ
た
の
か
」、

『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』
第
二
五
号
、
日
本
フ
ィ
ヒ
テ
協
会
、
二
〇
一
七
年
、

七
一
〜
八
五
頁
を
参
照
。

（
19
） G

A
 III/3, 234. 

（
20
） 

ヤ
コ
ー
ビ
は
「
私
は
真
な
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
知
の
以
前
に
、

か
つ
知
の
外
部
に
あ
る
も
の
の
こ
と
を
了
解
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ

が
、
知
に
、
理
性
と
い
う
知
の
能
力
に
価
値
を
初
め
て
与
え
る
も
の

で
あ
る
」（G

A
 III/3, 239

）
と
い
う
。

（
21
） 

三
宅
は
、「W

issenschaftslehre

が
中
心
的
に
考
へ
て
い
る
と
こ
ろ

の
道
徳
的
実
践
の
自
我
の
動
的
な
在
り
方
の
直
観
と
し
て
の
知
も

B
ild

か
？
そ
の
点
不
明
」
と
括
弧
書
き
す
る
（『
把
握
』
六
五
頁
）。

（
22
） Leibniz, G

. W
.: M

onadologie, 1714, 1720, §
. 47. 

一
七
一
四
年
に

仏
語
で
書
か
れ
た
無
表
題
の
原
稿
に
『
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
』
の
題
名
が

つ
け
ら
れ
た
の
は
一
七
二
〇
年
の
独
語
訳
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
は
「
し
た
が
っ
て
神
だ
け
が
、
す
べ
て
の
想
像
さ
れ
た
モ
ナ
ド

が
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
最
初
あ
る
い
は
原
初
の
モ
ナ
ド
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
い
わ
ば
、
神
性
の
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
光
線
あ
る
い
は

放

射
（die ununterbrochenen Strahlen oder fulgurationes der 

G
ottheit

）
に
よ
っ
て
、
あ
る
瞬
間
か
ら
次
の
瞬
間
ま
で
、
そ
の
本
質

上
制
限
さ
れ
て
い
る
被
造
物
の
特
性
あ
る
能
力
に
比
例
し
て
生
み
出

さ
れ
る
」
と
あ
り
、
三
宅
が
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
使
命
』
に
お
い
て
注
目

す
る
「
光
線
﹇Strahlen

﹈」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
モ
ナ

ド
ロ
ジ
ー
』第
四
七
節
の
理
解
に
つ
い
て
は
、根
無
一
信『
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
の
創
世
記

―
自
発
と
依
存
の
形
而
上
学
』、
慶
応
義
塾
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
七
年
、
九
六
〜
九
九
頁
を
参
照
し
た
。

（
23
） Fichte, J. G

.: Aphorism
en über Religion und D

eism
us, 1790.

（
24
） 

美
濃
部
仁
「
実
在
性
の
拠
り
所
と
し
て
の
良
心
と
良
心
を
超
え
る
立

場

―1800

年
前
後
の
フ
ィ
ヒ
テ

―
」、『
理
想
』
第
六
九
七
号
、

理
想
社
、
二
〇
一
六
年
、
六
二
〜
六
三
頁
。

（
25
） 

美
濃
部
仁
、
同
論
文
、
六
四
頁
。

（
26
） 「
フ
ィ
ヒ
テ
に
は
じ
ま
る
ド
イ
ツ
観
念
論
の
形
而
上
学
と
、
ド
イ
ツ
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神
秘
主
義
と
り
わ
け
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
教
説
」
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
は
多
く
の
哲
学
者
が
注

目
し
て
き
た
。
大
峯
顕
「
知
的
直
観
と
神
秘
主
義
」、上
田
閑
照
編
『
増

補
版
・
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
研
究
』、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
、
五
五
九

〜
六
〇
一
頁
を
参
照
。

（
27
） 

隈
元
氏
に
よ
る
と
、
三
宅
が
『
把
握
』
に
お
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に

向
け
た
鋭
い
批
判
は
、
む
し
ろ
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
も
つ
長
所
を
浮
き

彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
フ
ィ
ヒ
テ
が
人
間
の
精
神
性
を

重
視
し
て
、
自
然
を
軽
視
な
い
し
こ
れ
を
眼
中
に
お
か
な
か
っ
た
こ

と
は
、
従
来
あ
ま
ね
く
非
難
の
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
宅
は
一
面

こ
れ
に
賛
同
し
つ
つ
も
、
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
は
ひ
た
す
ら
自
己
の
内
面

に
眼
を
向
け
、
一
切
を
そ
こ
に
収
斂
し
た
と
弁
護
す
る
。
筆
者
と
し

て
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
自
然
を
軽
視
し
、
そ
の
生
の
把
握
が
英
知
的
に

す
ぎ
る
と
い
う
の
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
欠
点
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
長
所

で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
の
方
向
に
も
っ
と
徹
底
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
と
さ
え
考
え
る
」
と
。
隈
元
忠
敬
「
書
評
：
三
宅
剛
一
著
『
ド
イ

ツ
観
念
論
に
お
け
る
人
間
存
在
の
把
握
』（
酒
井
潔
・
中
川
明
博
編
）」、

『
ヘ
ー
ゲ
ル
學
報

―
西
洋
近
現
代
哲
学
研
究
』
第
七
號
、
京
都
ヘ
ー

ゲ
ル
讀
書
會
、
二
〇
二
〇
年
、
一
二
七
頁
を
参
照
。
な
お
フ
ィ
ヒ
テ

自
身
は
、
晩
年
の
一
八
一
二
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
講
義
『
知
識
学
』
に

お
い
て
、
自
分
の
哲
学
が
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
理
由

に
つ
い
て
、「
要
は
反
省
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
知
識
学
の
反

省
す
る
と
い
う
こ
と
（das R

eflektiren

）
が
彼
ら
の
想
定
す
る
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
の
根
拠
な
の
で
あ
る
。
知
識
学
は
反
省
の
体
系
（ein 

R
eflektirsystem

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
」（SW

 X
, 325

）
と
い
う
。
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〜
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〇
頁
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田
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な
ぜ
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テ
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期
哲
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ヤ
コ
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に
ニ
ヒ

リ
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ム
と
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た
の
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」、『
フ
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テ
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究
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第
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ィ
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テ
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晃
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書
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年
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一
〜
八
五
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―
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三
宅
剛
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の
人
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存
在
論
と
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テ
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論
」、『
比
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想
研
究
』
第
四
八
号
、
比
較
思
想
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会
、
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樹
出
版
、
二
〇
二
二



12

年
、
六
八
〜
七
五
頁

中
川
明
才
「
無
神
論
論
争
期
に
お
け
る
超
越
論
哲
学
と
宗
教
」、『
フ
ィ
ヒ

テ
研
究
』
第
十
五
号
、
日
本
フ
ィ
ヒ
テ
協
会
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
七

年
、
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八
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頁

―
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ィ
ヒ
テ
の
実
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哲
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に
お
け
る
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道
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的
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然
』」、『
理
想
』

第
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号
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想
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〇
一
六
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、
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三
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四
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―
「
自
我
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い
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思
想
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テ
の
『
道
徳
論
の
体
系
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に

お
け
る
隠
さ
れ
た
も
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フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』
第
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五
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、
日

本
フ
ィ
ヒ
テ
協
会
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晃
洋
書
房
、
二
〇
一
七
年
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一
五
〜
二
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頁

中
川
明
博
「
三
宅
剛
一
差
出
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田
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元
宛
書
簡
」、『
人
文
』
第
九
号
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学
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院
大
学
人
文
科
学
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究
所
、
二
〇
一
一
年
、
七
三
〜
九
六
頁

根
無
一
信
『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
創
世
記

―
自
発
と
依
存
の
形
而
上
学
』、

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年

美
濃
部
仁
「
実
在
性
の
拠
り
所
と
し
て
の
良
心
と
良
心
を
超
え
る
立
場

―1800

年
前
後
の
フ
ィ
ヒ
テ

―
」、『
理
想
』
第
六
九
七
号
、
理

想
社
、
二
〇
一
六
年
、
五
五
〜
六
七
頁

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ（
原
佑
訳
）『
権
力
へ
の
意
志
』上
・
下
、ニ
ー

チ
ェ
全
集
12
・
13
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
三
年

※
当
研
究
に
際
し
て
は
、
三
宅
剛
一
御
子
息
で
明
治
大
学
名
誉
教
授
の
三

宅
正
樹
先
生
に
多
く
の
御
助
言
を
賜
っ
た
。
ま
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲

学
の
理
解
に
際
し
て
は
、
大
阪
経
済
大
学
准
教
授
の
稲
岡
大
志
氏
よ

り
資
料
提
供
の
御
世
話
に
な
っ
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。


